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注意事項

(1)引用文中の（ ）は，原典でも（ ）でくくられている箇所を，[ ]は著

者による挿入を示した．

(2)出典をしめす際は，次のようなルールによって年代を入れた．全集に収録

された著書・論文については，初めて公刊された年（全集で初公刊の場合

は論文中に入れられている年）とした．ハンケル 1870年の論文 (p.53)の

ように初出の雑誌は入手しずらく直接確認できないが，その後ほどなく転

載させた雑誌で内容が確認できた場合は，その雑誌の出版年とページを記

した．ディリクレの 1854年の講義 (p.83)のような場合は，講義録の出版

年とページ数を記した．
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